
図
画
に
除
け
る
特
殊
樹
種
の
分
布
に
貌
き
て

一一一一一一一一

四
園
に
於
げ
る
特
殊
樹
穏
の
分
布
に
就
き
て

高
知
替
林
局

士
口

永

.馬

虎

我
山
岡
山
位
置
じ
っ
き
て
埠
度
胸
係
を
略
述
ず
れ
ば
最
北
端
は
香
川
町
柳
小
豆
郡
稲
田
村
篠
崎
附
近
に
し
て
凡
北
緯
三
十
四
度
三
十
三
分
、

最
南
端
は
高
知
鯨
幡
多
郡
内
ノ
島
村
櫛
ケ
鼻
同
一
ニ
十
二
度
幽
十
二
分
じ
宮
り
、
本
島
の
み
を
以
て
す
れ
ば
最
北
端
は
香
川
幌
木
田
野
庵
治
村

北
端
向
三
十
目
度
二
十
三
分
.
は
沼
南
端
は
宵
同
州
鯨
幡
多
郡
清
水
町
嵯
践
岬
端
同
三
十
二
度
四
十
三
分
じ
宮
る
令
以

τ‘
其
聞
大
約
二
度
に
亘

れの。同
園

ω大
部
分
t
q
占
む
る
脊
梁
山
服
地
方
は
東
西
に

E
れ
る
太
古
代
じ
岡
崎
す
る
結
品
片
山
山
よ
り
成
0
.
其
最
も
庚
会
部
分
に
於
て
は
約
三

十
粁
に
及

3
.
其
北
部
に
於
て
は
之
に
沿
ふ
て
中
生
代
に
属
す
る
岩
石
類
を
見
る
べ
く
南
部
に
於
て
は
亦
結
晶
片
山
石
系
じ
借
ふ
て
古
生
代
じ

場
す
る
秩
父
古
生
居
下
部
.
中
上
部
井
に
中
生
代
心
岡
崎
す
る
白
墓
系
東
西
に

E
O極
め
て
順
序
整
然
ざ
し

τ大
に
張
藩
せ
り
。
尚
三
盛
系
保

最
系
じ
岡
崎
す
る
地
麿
介
症
し
.
新
生
代
に
属
す
る
第
一
二
.
第
四
杷
脂
は
沿
海
の
地
叉
河
口
等
じ
於

τ出
較
的
少
許
愛
建
せ
る
を
見
ゐ
。
而
し

て
火
成
岩
類
に
唱
す
る
屯
陶
山
石
は
讃
岐
地
方
館
に
高
縄
学
島
令
構
成
し
.
其
他
に
於
て
は
宇
和
烏
滑
床
山
地
方
に
於
て
梢
演
き
面
積
を
占
め

陸
路
岬
.
一
切
岬
頭
及
沖
島
務
費
島
等
は
僅
に
本
岩
石
よ
り
喰
れ
る
の
み
。
其
他
の
火
成
岩
は
多
夕
、
北
凶
圃
に
露
は
れ
南
川
園
じ
於
て
は
少

許
艶
在
せ
る
を
見
る
の
み
。
秀
峯
石
槌
山
は
粒
蹴
安
山
岩
よ
り
、
其
西
南
カ
に
出
獄
す
る
謀
議
面
河
は
石
英
粗
面
岩
よ

O
腐
り
‘
見
近
時
景
勝

令
以
て
箸
れ
た
る
室
戸
岬
端
に
は
斑
嘱
岩
露
出
せ
り
。
要
す
る
に
凶
園
に
於
け
る
地
質
の
型
化
は
南
部
に
於

τ箸
し
く
北
部
に
於
て
は
応
較



的
軍
調
な
り
。

南
方
太
平
洋
に
面
す
る
地
方
は
近
〈
黒
潮

ω流
る
L
影
瞥
を
絞
り

t
気
温
高
く
・
降
水
量
叉
極
め
て
多
き
も
北
部
瀬
戸
内
海
に
複
す
る
山
崎

方
は
範
温
梢
々
低
〈
降
水
量
甚
だ
少
し
。
而
し
て
南
国
圃
に
於
け
る
高
畑
一
際
幡
多
郡
・
沿
海
地
方
及
室
戸
岬
端
に
近
き
地
方
は
極
め
て
近
く
暖

流
の
洗
ふ
所
さ
な
り
特
に
範
温
高
く
し
て
雨
量
最
も
多
し
。
而
も
多
閉
じ
於
て
は
山
市
ん
ぎ
氷
暗
号
を
見
歩
。

四
国
は
瀬
戸
内
海
沿
信
一
部
の
地
を
除
く
の
外
卒
地
極
め
て
少
く
大
部
分
は
山
長
丘
陵
の
占
む
る
所
な
り
。

A
1
睦
地
測
量
都
叩
山
地
閣
に
よ

り

τ其
高
度
を
検
す
る
に
一

0
0
0来
以
上
の
も
の
約
百
八
十
三
座
あ
り
。
批
中
石
槌
山
は
石
槌
山
眼
的
主
峯
じ
し
て
-
九
八
一
米
に
撞
し

叉
剣
山
は
之
に
衣
ぎ
剣
山
々
脹
中
の
高
峰
じ
し
て
一
九
五
五
米
じ
及
び
東
西
相
針
時
せ
り
。
耐
し
て
石
槌
山
は
白
山
山
歳
以
西
、
西
日
本
広

於
け
る
最
高
峯
な
れ
合
も
之
を
本
州
中
部
地
方
に
於
け
る
高
山
脈
の
諸
山
じ
略
す
れ
ば
其
高
度
殆
ん
き
論
?
る
己
足
ら
?
。
然
れ
き
も
川
崎
圃

の
山
岳
は
其
位
置
地
質
蛇
に
気
候
気
象
等
の
嗣
係
よ
り
山
原
に
至
る
&
で
練
物
抱
く
繁
炭
し
.
且
其
念
唆
な
る
が
需
に
却
て
を
事
探
検
広
岡

線
の
伴
ふ
-

M

さ
多
し
。

横
物
の
分
布
は
既
記
の
緒
要
件
さ
聞
係
し
て
凡
そ
之
を
左
の
簡
く
大
分
し
得
べ
き
も
の
な
の
さ
考
ふ
る
を
得
べ
し
。

ハ
一
)

本
州
特
に
杷
伊
大
和
学
烏
さ
共
遁
績
協
の
も
の

円
一
一

v

本
州
高
山
地
備
さ
共
通
類
似
の
も
の

つ
ニ
)
九
州
地
方
さ
共
遁
頓
似
の
も
の

(
叫
)

中
園
地
方
さ
共
遁
の
も
の

晴
て
樹
種

ω分
布
亦
之
に
準
?
べ
き
も

ωな
h
v
o

今
此
彊
分
じ
よ
る
樹
積
の
箸
例
蛇
じ
其
特
じ
注
底
す
べ
き
も
の
h
産
地
の
一
斑
を
暴
ぐ

同
副
に
於
け
る
簿
致
幽
田
昌
橿
の
分
布
に
厳
島
司
、

τ

一一一一一一一一一
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世
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北
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近
く
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西
に
走
れ
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蛇
敏
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特
臨
時
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。
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高
知
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高
岡
郡
尾
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の
一
部
に
の
の
生
?
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其
輯
子
よ
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縫
芽
し
た
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翌
年
僅
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